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　3．マウスの角膜移植片生着モデルにおける
　　　ACAID誘導（遅延型過敏反応抑制能）について
　東京医大・眼科学　　園田　靖、村松　隆次、
　　　　　　　　　　　臼井　正彦
　ACAID（Anterior　Chamber　Associated　lmmune
Deviation）とは、ある抗原が前房に接種された後に、同
じ抗原に対する遅延型過敏反応（DTH）が抑制される現
象である。そこで我々は、Local　Adoptive　Transfer法を
用い、角膜移植片生着モデルにおいてACAIDと同じ現
象が誘導されているかにつき検討した。マウスを用いて
全層角膜移植を施行した後、拒絶を起こしていない
a㏄eptorを選択し、2－6ケ月後にその脾細胞を採取して
regulator細胞とした。　DTHを誘導するresponder細胞は、
donorと同系脾細胞でnaiveなrecipientを感作する事によ
り得た。ReSponder、　st㎞ulator（donor脾細胞）、　regulator
の各細胞を混合し、naiveなr㏄ipientと同系のマウスの耳
部に接種してDTHを測定した。結果は、　a㏄eptor由来の
regulator細胞はDTHを有意に抑制し、その抑制は抗原
特異的であった。よって、長期間、角膜移植片が拒絶さ
れず生着しているマウスの脾細胞には、ACAIDと同様
にDTHを抑制できるsuppressor細胞が存在していると考
えられた。
　　5．　　　　末梢血、気管支肺胞洗浄液中にCD　4　CD　8
重複陽性のリンパ球を認めた好酸球性肺炎の一例
　（内科学第一）　楠本　洋、内海　健太、栗山　謙、
　　　　　　　　中野　優、市瀬　裕一、外山　圭助
症例＝43歳女性，、主訴＝発熱、咳漱。既往歴1気管支
喘息，、現病歴：H3年6月末より夜間のみ38’C台の発熱、
咳傲、易疲労感が出現n症状増悪傾向を認め入院した。
入院時現症＝両側上肺野にcoarse　crackleを聴取した。
入院時検査所見：WBC　9300／mm’，　Eo　23％，　ESR　128
mm／h，CRP　ll　mg／d2，，胸部X線上、両側上肺野に針状の
間質性陰影を認めた、，BALF中にEo　75．6％と高値を示
し、好酸球性肺炎と診断した、，Prednisolone投与にて
改善し、再発を認めていないri症例の末梢血、　BA　LFに
てtwo－coIor　fluorescence　cytometryによりCD4CD8重
複陽性リンパ球（double　positive＝DP）を認めた。考
察＝T細胞リンパ腫等の可能性もあるが、画像上の全身
検索にて異常認めず、3年経過した現在も腫瘍を疑わせ
る所見は無い。海外ではCD4陽性T細胞がIL－4等により
活性化されるとDPが出現するとの報告もあり、本症例
においてもILを中心としたサイトカインネットワーク
の乱れによりDPが出現してくる可能性が考えられた。
　　4　　マクロファージ細胞膜脂質による細胞
　　　　　増殖抑制
　（東京医大・免疫）水口純一郎
　（国立予研）　　　内田　哲也
　マクロファージはサイトカイン産生あるいは
細胞聞接触を介して細胞増殖に関与していること
が知られている。この調節作用を解析する目的で
マクロファージハイブリドーマを作製し，細胞増
殖に対する影響を検討した。作製されたハイブリ
ドーマ（クローン5）はLPSによって誘導される
B細胞分裂を抑制した。この抑制活性は細胞膜分
画に存在し，上清中には認められなかった。また，
ほとんど全ての活性がヘキサンで抽出されること
より，単純脂質であると考えられる。クロロフォ
ルム／メタノールを溶媒として用い，LH20カラム
で分画し活性を測定すると単一バンドが得られた。
しかし，精製された脂質はLPSによって誘導され
るクラスH分子の増大には如何なる影響も与えな
かった。以上より，細胞膜脂質が細胞間接触を介
して細胞増殖の調節に重要な役割を果たしている
ということが示唆された。
　6．　慢性関節リウマチ患者の末梢血リンパ球グルココ
　　　　ルチコイド感受性
（東京薬大・臨床薬理）本間真人、井上洋一、平野俊彦、
　　　　　　　　　　岡　希太郎
（東京医大・内科学第三）坪井紀興、高梨博文、
　　　　　　　　　　太原恒一郎、殿塚典彦、
　　　　　　　　　　新妻知行、林　徹、伊藤久雄
旧的1我々は、慢性腎不全（CRF）や気管支喘息においてブレ
ドニゾロン（PSL）とメチルブレドニゾロン（MPSL）に対する
リンパ球の感受性が異なることを確認し報告してきた。今
回、慢性関節リウマチ（RA）患者リンパ球のこれらグルココ
ルチコイド（GC）に対する感受性を比較した。
【方法】RA患者42名（男性9名、女性33名）、健常者7名（男性6名、
女性1名）を対象とした。コンカナバリンAをマイトゲンと
した末梢血リンパ球のin－vitro幼若化に対するGCの抑制効果
をMTT法で調べ、　PSLとMPSLで比較した。
【結果・考察lRA患者では健常者に比べリンパ球のGC感受性
が低下している症例が多かった。その傾向は、GC製剤を服
用している患者でより顕著であった。RA患者リンパ球の
PSLとMPSLに対する感受性はほぼ同等であった。
　CRFや気管支喘息患者リンパ球のMSPLに対する感受性は
PSLの約10倍であり、免疫抑制効果を期待するこれらの患
者に対してはMPSLが有用であると指摘されていた。しかし、
同じGC適用疾患でもRAではそのような傾向は認められず、
疾患あるいは目的とする薬理効果によってGCを選択する必
要性が示唆された。
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